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目的　 未加工布を対 象 乙し た洗 浄にＭ する研 見11 "f 乙･に 多<  な^ れZ  ヽ ヽる。 そこ乙樹 脂

加工布 に 着目し.   うろれtM 恂 。脱離 を関連こ-tf T  とら 秘 汚 れ・ 脱離 に畔 う折 脂の 脱離 の

様 殺 を比 較検討 する こい こしTこ。

方識　j  I s  規遼 の綿 ヒし-  ヨ ンに対し， アリオ ペザ ー･レ糸･  澱 素糸･  んラ ミン糸のヨ

棟 の樹 脂 を用い既複 通I) かaエしri. 水溶性 。汚 れにしょう油･  | ンツ, 油注 の巧 れに印刷

用 バン7  ･ ペ ンキ, 特殊 几ご巧 れに カ-ip  ンブ ラヽ,ク･ 墨け を用いてエ記 村 脂加工,布 をそ れ

ぞ れ坊栄しTこ。汪 几くla ターコ'ト メ ータ｡－ と使 用し，マ,レt  ･し石 け ん考度I  0.2‰ 浴比 を

3o: Iに しZ  .   温度I  2J0'C ,   40 "C ,    box に変化 させ10 分間洗rこくしr--。油佳 の汚 れに対し て

は,  ご らにJIS L  -08A0  - /ll'i-に基 づヽ いて乾 式洗X- く を行 った。男 れの脱 離 和 エ測 色色差

計l  明いz  , また樹 脂・)吽離牟 ＼i I K スペ フト･レを測定T る:  と によって 求 めに。

締果　 湿 式洗rこく でヽは.   >sれヒ樹 脂。脱 離り関係li  次 の4- っに分類 で! る結果 を降rこ。

①弓 机b 樹 脂し 脱 離し 易い場合 ，②?i れに 脱離し 易い 恥斟 脂･i 脱敵 しにく い場 合， ③巧れ

は脱 雛し にくい 伊樹 脂u 脱 離し馬 い場 合, ④巧 れ む樹 脂 も脱 離 しにくい 場 兪 であ る。好 ま

し ヽヽ のli (|) の場合 乙あ る9f ，水 塞往 の巧 れ てヽそ・｡T  ') ンブｒ 充分りヽ 場合 に こ<n 傾 向v  みら

れ，特 にメラ ミンf.  はあ温に む堪 え好 まし ヽヽ結果t  与X.  た。水溶(生の^3 れZ もヽ キ-｡ 了') ン

ア 防不 充分 々場合･エ①I- 属 する。 廸姓 の-;5 れz‥そ, 了') ングお不 充分 な場合ij; 3)に属 し，

t  分り;場合iｴ ④ に属 する。乾 式追n くり場合IX 全体的 に④ に属 ず る。特 にメラミン 釦I ，

乾式坑t べ･ り場合樹 脂・ 脱離は ほk んじ みら れり かっfこ。




